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天候によって出⼒が変動する再⽣エネは、電⼒系統の安
定に課題がある（画像はイメージ）

出光やレノバなど、系統⽤蓄電池に参⼊ 再エネ有効活⽤

 出光興産やレノバなどは1⽇、送電線と蓄電池を直接つないで
充放電する「系統⽤蓄電池」事業に参⼊すると発表した。8⽉か
ら出光の旧兵庫製油所跡地に蓄電所を建て、2025年10⽉からの
稼働を⽬指す。蓄電池で電気の需給を調整し、天候によって発
電量が変動する再⽣可能エネルギーを有効活⽤する。

 出光、レノバ、⻑瀬産業、三井住友ファイナンス＆リース⼦
会社のSMFLみらいパートナーズ（東京・千代⽥）の4社で合同
会社を設⽴した。出資⽐率はそれぞれ51％、22％、22％、5％
で、出資額は明らかにしていない。⼀般家庭約4200世帯が1⽇
に消費する量に相当する4万8000キロワット時の電気をためら
れる。

 出光が電⼒市場との取引や蓄電所のメンテナンスを担う。レ
ノバは設計・施⼯管理や資⾦調達、⻑瀬産業は蓄電池の調達、SMFLみらいパートナーズはプロジェクトファイナンス
（事業融資）をそれぞれ⼿掛ける。

 電⼒の需給バランスが崩れると⼤規模な停電につながる恐れがあるため、供給量が需要を⼤幅に上回る場合は再⽣
エネ発電の出⼒を抑える「出⼒制御」が必要になる。関⻄でも今年に⼊って出⼒制御が起きた。蓄電池で再⽣エネに
よる電⼒をためられれば有効活⽤できる。
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